
明
治
大
学
校
友
会
船
橋
地
域
支
部
は
創

立
以
来
一
期
四
年
会
員
の
親
睦
融
和
を

旨
に
大
過
な
く
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
、
こ
れ
は
一
重
に
皆
様
方
の
ご
支

援
ご
協
力
の
賜
と
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
、
昨
年
の
暑
気
払
い
、
忘
年
会

に
は
多
く
の
会
員
が
参
加
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
近
況
や
趣
味
な
ど
を
披
露
し
て
い

た
だ
き
，
ま
た
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
っ
て
懇

親
会
が
盛
会
裏
に
終
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
事
業
で
は
ゴ
ル
フ
大
会
・
麻

雀
大
会
・
船
橋
競
馬
場
見
学
会
な
ど
愛

好
者
が
集
ま
っ
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
会
員
相
互
の
趣
味
・
特

技
を
生
か
し
た
事
業
計
画
を
立
案
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
頂

き
校
友
各
位
の
親
交
を
深
め
る
と
と
も

に
、
船
橋
地
域
支
部
発
展
の
た
め
に
お

力
添
え
を
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
年
九
月
十
三
日
全
国
校
友

大
会
の
前
日
、
全
国
か
ら
支
部
長
・
地

域
支
部
長
懇
談
会
が
秋
田
平
安
閣
に
て

開
催
さ
れ
た
。
長
堀
理
事
長
の
「
明
治

大
学
の
将
来
計
画
」
と
日
高
常
勤
理
事

の
「
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
と
広
報
戦
略
」

と
題
し
て
の
講
演
が
あ
っ
た
。

明
治
大
学
は
ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
を
目

指
し
、
三
万
人
の
大
規
模
総
合
大
学
を

造
る
べ
く
改
革
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

当
日
新
地
域
支
部
の
支
部
旗
授
与
で

は
、
千
葉
県
は
鴨
川
・
八
千
代
・
市
原

が
新
し
い
仲
間
に
加
わ
り
ま
し
た
。

九
月
十
四
日
（
日
）
は
全
国
か
ら
九

百
有
余
名
が
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

の
集
ま
り
、
記
念
式
典
開
始
に
先
立
ち

大
会
旗
を
元
明
治
ラ
グ
ビ
ー
名
選
手

「
瀬
下
和
夫
（
Ｓ
56
卒
）
」
氏
が
現
役

当
時
の
ジ
ャ
ー
ジ
姿
で
緊
張
し
た
面
持

ち
で
中
央
檀
上
ま
で
満
場
の
拍
手
の
中

を
堂
々
と
進
ん
だ
姿
が
印
象
的
で
あ
り

ま
し
た
。

式
典
は
、
寺
田
秋
田
県
知
事
・
佐
竹

秋
田
市
長
を
迎
え
、
九
十
四
歳
青
木
会

長
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
「
教
育
振
興

協
力
資
金
」
の
目
標
達
成
へ
の
執
念
の

挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
長
堀
理
事
長
・

納
谷
学
長
の
挨
拶
・
来
賓
に
よ
る
秋
田

Ｐ
Ｒ
を
織
り
込
ん
だ
祝
辞
を
頂
い
て
、

最
後
に
来
年
の
開
催
地
富
山
県
松
原
支

部
長
の
「
い
っ
ぺ
ん
来
ら
れ
！
越
中
富

山
へ
」
の
呼
び
か
け
で
第
一
部
を
終
了
。

第
二
部
記
念
講
演
は
、
宮
下
俊
一
医

学
博
士
の
「
津
波
が
変
え
た
私
の
人
生
」

と
題
し
昭
和
28
年
か
ら
47
年
間
、
北
海

道
浜
中
町
で
広
範
囲
で
僻
地
を
一
人
で

八
千
人
の
町
民
を
相
手
に
医
療
活
動
を

行
っ
た
そ
の
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事

の
実
話
に
感
動
し
て
話
を
聞
き
な
が
ら

涙
を
払
う
校
友
も
お
り
ま
し
た
。

こ
の
体
験
談
は
、
北
海
道
新
聞
社
刊

「
霧
多
布
人
に
な
っ
た
医
者
」
の
著
作

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
も
一
冊
購
入

し
て
あ
り
ま
す
の
で
読
ん
で
見
た
い
方

は
ご
連
絡
下
さ
い
。
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。



母
校
明
治
に
は
、
創
立
と
冠
し
た
祝

日
が
二
回
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
だ
ろ
う

か
。
一
月
十
七
日
の
創
立
記
念
日
、
十

一
月
一
日
の
創
立
記
念
祝
日
が
そ
れ
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
者
、
い
さ
さ

か
成
立
の
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

①
、
創
立
者
岸
本
・
宮
城
・
矢
代
の

三
青
年
司
法
官
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
学
ん

だ
法
知
識
育
成
の
た
め
宮
城
宅
（
麹
町

区
上
六
番
町
三
六
番
地
）
を
拠
点
と
し
、

校
舎
を
探
し
求
め
た
。
明
治
十
三
年
の

こ
と
で
あ
る
。
間
も
な
く
近
隣
の
同
区

有
楽
町
三
丁
目
に
所
在
す
る
旧
島
原
藩

松
平
忠
和
（
徳
川
斉
昭
の
一
六
男
、
将

軍
慶
喜
と
は
兄
弟
）
の
上
屋
敷
跡
地
奥

書
院
（
三
一
一
坪
）
を
借
り
、
こ
こ
を

校
舎
と
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

当
時
の
学
生
の
回
顧
談
に
よ
れ
ば
、

旧
藩
邸
の
大
門
を
洋
風
の
門
に
改
築
し
、

創
立
者
た
ち
が
こ
こ
に
明
治
法
律
学
校

の
看
板
を
掲
げ
た
。
十
四
年
一
月
十
七

日
の
開
校
で
あ
る
。
筆
書
き
の
「
明
治

法
律
学
校
設
立
ノ
趣
旨
」
が
卓
上
に
公

示
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
教
室
は
畳
を

上
げ
た
板
の
間
に
腰
掛
が
あ
り
、
教
壇

に
は
粗
末
な
椅
子
が
あ
る
の
み
。
貧
相

で
は
あ
っ
た
が
、
創
立
者
も
集
ま
っ
た

学
生
四
四
名
も
と
も
に
開
校
を
喜
び
、

意
気
軒
昂
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
現
在
、

こ
こ
に
は
「
明
治
大
学
発
祥
の
地
」
と

刻
ま
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
建
つ
。

②
、
か
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
母
校

明
治
は
全
施
設
・
図
書
六
万
冊
を
焼
失

し
た
。
巷
間
、
再
興
不
能
と
ま
で
囁
か

れ
た
と
い
う
が
、
学
生
の
精
力
的
な
復

興
活
動
に
も
助
け
ら
れ
て
、
早
く
も
大

正
十
三
年
一
月
に
仮
校
舎
で
講
義
再
開
。

以
後
徐
々
に
で
は
あ
れ
昭
和
初
頭
ま
で

に
諸
施
設
の
建
設
が
進
ん
だ
。
し
か
し

被
害
が
余
り
に
も
大
き
く
資
金
不
足
が

続
き
、
「
大
学
ノ
生
命
」
た
る
図
書
館

の
設
立
が
後
回
し
と
な
る
。
こ
れ
を
不

満
と
し
た
学
生
は
、
五
年
十
一
月
に
同

盟
休
校
を
強
行
、
要
求
事
項
の
一
つ
に

「
図
書
館
建
設
の
促
進
」
を
掲
げ
た
。

こ
れ
に
対
し
大
学
当
局
は
、
来
る
べ

き
創
立
満
五
〇
周
年
記
念
事
業
（
昭
和

六
年
十
一
月
一
日
）
の
一
環
と
し
て
、

図
書
館
建
設
を
約
す
る
。
と
同
時
に

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
五
〇
万
円

の
資
金
募
集
を
開
始
し
た
。
と
こ
ろ

が
折
り
し
も
昭
和
恐
慌
に
見
舞
わ
れ

募
金
は
不
振
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
大

学
当
局
で
は
、
早
稲
田
の
先
例
に
な

ら
い
天
皇
下
賜
金
を
受
け
る
こ
と
を

考
え
、
六
年
十
月
二
十
九
日
に
宮
内

庁
に
上
申
す
る
。
二
日
後
に
は
一
万

円
下
賜
の
通
達
が
あ
り
、
同
日
受
領

し
た
。
こ
の
助
け
も
あ
り
や
や
遅
れ
た

が
七
年
三
月
に
図
書
館
の
一
部
が
竣
工

す
る
。
し
か
し
、
な
お
資
金
不
足
が
続

き
、
当
初
の
計
画
通
り
に
完
成
を
み
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
九
年
三
月
に

い
た
り
、
大
学
当
局
は
創
立
五
〇
周
年

お
よ
び
下
賜
金
受
領
を
記
念
し
、
創
立

記
念
祝
日
の
制
定
を
画
策
、
そ
れ
を
十

一
月
一
日
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
忍
び
寄
る
戦
時
体
制

に
向
け
て
、
大
学
の
思
想
統
一
を
強
化

し
よ
う
と
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

以
上
、
一
月
十
七
日
の
創
立
記
念
日

は
創
立
者
・
学
生
の
内
か
ら
溢
れ
ん
ば

か
り
の
喜
び
を
祝
日
の
源
流
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
十
一
月
一
日
の
創
立

記
念
祝
日
は
、
作
為
的
に
上
か
ら
作
り

出
さ
れ
た
祝
日
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

恩
賜
図
書
館
も
建
て
替
わ
っ
た
今
日
、

こ
の
祝
日
は
戦
前
の
名
残
り
に
過
ぎ
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
如
何
。

校
友
会
の
皆
様
大
変
ご
無
沙
汰
し

て
お
り
ま
す
。
私
は
仕
事
の
関
係
で
約

二
年
間
、
船
橋
を
留
守
に
し
、
タ
イ
に

駐
在
し
て
お
り
ま
し
た
。
タ
イ
で
の
暮

ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て
起
稿
を
依
頼
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
自
分
な
り
に
思
い
つ
く

ま
ま
簡
潔
に
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。タ

イ
に
つ
い
て
は
皆
様
方
も
ご
存
知

の
方
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
国
土

は
日
本
の
約
１
．
４
倍
、
人
口
は
約
半

分
の
約
６
千
万
人
で
あ
り
、
同
じ
仏
教

国
で
す
。
ま
た
歴
史
的
に
日
本
と
の
親

交
も
深
く
、
経
済
活
動
関
係
の
み
な
ら

ず
、
タ
イ
国
王
家
と
日
本
の
皇
室
は
現

在
も
公
私
に
わ
た
り
親
密
な
関
係
が
続

い
て
い
る
そ
う
で
す
。

と
い
う
訳
で
「
日
本
人
と
も
っ
と
も

相
性
が
い
い
外
国
人
は
タ
イ
人
」
と
い

う
言
葉
も
囁
か
れ
て
い
る
よ
う
で
、
こ

こ
か
ら
は
仕
事
に
お
け
る
奮
闘
ぶ
り
を

書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は

自
動
車
会
社
に
勤
務
し
て
お
り
、
担

当
職
務
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
経
営
サ
ポ
ー

ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
現
地
人
ス
タ
ッ
フ

に
教
え
込
む
こ
と
で
し
た
。
個
人
的

に
感
ず
る
と
こ
ろ
、
タ
イ
人
は
あ
る

面
我
々
日
本
人
を
尊
敬
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
感
じ
ら
れ
、
仕
事
の
や
り
方

さ
え
教
え
れ
ば
、
素
直
に
聞
き
入
れ

実
行
に
移
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ

祝

日

二

話
会

員

加

藤

隆

海

外

駐

在

を

終

え

て

村

上

雄

城

（

昭

六

十

二

法

卒

）



昭

和

63

年

4

月

に

２

回

目

の

町

会

長

の

役

目

を

お

引

受

け

し

て

か
ら
，
本
年
4
月
に
行
わ
れ
た
総
会
に

て
，
次
期
会
長
と
交
代
す
る
ま
で
約
20

年
間
職
務
を
遂
行
し
て
参
り
ま
し
た
。

就
任
当
初
は
若
干
の
戸
惑
い
を
感
じ
て

お
り
ま
し
た
が
，
こ
の
時
ま
で
２
年
間

ほ
ど
無
任
所
の
本
部
役
員
を
務
め
て
参

り
ま
し
た
の
で
，
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に

他
の
役
員
と
も
打
ち
解
け
て
活
動
に
入

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

当
地
は
比
較
的
大
き
な
土
地
の
所
有

者
が
お
り
、
こ
れ
等
の
方
々
の
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
，
町
会
の
運
営
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
会
長
に
就

任
後
地
元
の
老
人
会
に
あ
つ
た
ゲ
ー
ト
・

ボ
ー
ル
部
に
加
入
し
，
こ
こ
で
知
り
あ
っ

た
数
名
の
方
々
に
は
長
い
間
色
々
と
ご

協
力
を
戴
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
方
々

と
の
協
力
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
種
々

の
町
会
行
事
な
ど
は
，
現
在
の
町
会
運

営
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
前
任
者
が
成
就
出
来
な
か
っ
た

集
会
所
の
改
修
工
事
が
，
私
に
と
っ
て

就
任
し
て
最
初
の
大
き
な
仕
事
で
し
た
。

こ
の
期
間
中
前
述
の
方
々
は
私
の
支
え

と
し
て
多
く
の
人
が
嫌
が
る
事
を
進
ん

で
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
終
生
忘
れ
え

ぬ
こ
と
と
し
て
私
の
脳
裏
に
刻
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

人
々
の
繋
が
り
は
，
こ
の
様
な
事
柄

を
経
て
じ
ょ
じ
ょ
に
築
か
れ
て
参
り
ま

し
た
。

町
会
関
連
の
事
柄
は
，
こ
の
町
会
の

な
か
で
の
こ
と
に
止
ま
ら
ず
更
に
，
前

原
自
治
連
合
協
議
会
や
更
に
船
橋
市
自

治
会
連
合
協
議
会
な
ど
の
役
職
に
関

係
す
る
に
従
っ
て
広
が
っ
て
参
り
，
人

的
関
係
も
之
に
従
っ
て
膨
ら
ん
で
参
り

ま
し
た
。
こ
の
間
に
接
し
種
々
の
繋
が

り
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
，
多
く
の
方
々

よ
り
頂
戴
し
た
数
々
の
教
訓
処
世
法
な

ど
は
，
私
に
と
つ
て
最
も
大
切
な
宝
物

と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

昨
年
12
月
15
日
（
月
）
澄
み
き
っ
た

青
空
の
も
と
シ
ニ
ア
世
代
８
人
が
、
メ

ン
バ
ー
溝
渕
さ
ん
の
紹
介
で
千
葉
新
日

本
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
集
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
こ
の
冬
一
番
の
冷
え
込
み

で
霜
が
降
り
た
天
候
で
あ
り
ま
し
た
が
、

幸
い
無
風
状
態
の
な
か
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
外
房
コ
ー
ス
は
、
丘
陵
の
雄
大
な

ホ
ー
ル
で
距
離
が
あ
り
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ィ

も
広
々
と
し
て
お
り
グ
リ
ー
ン
も
大
き

く
、
変
化
に
富
ん
だ
設
計
に
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。

飛
ば
し
屋
・
正
確
な
シ
ョ
ッ

ト
す
る
人
・
ド
ラ
イ
バ
ー
・
ア
イ
ア
ン
・

パ
タ
ー
等
そ
れ
ぞ
れ
得
意
な
ク
ラ
ブ
を

使
い
な
が
ら
、
Ｏ
Ｂ
・
池
ポ
ッ
チ
ャ
・

バ
ン
カ
ー
・
ラ
フ
に
悩
ま
さ
れ
、
好
プ

レ
ー
と
珍
プ
レ
ー
の
続
出
で
あ
り
和
気

藹
々
の
な
か
キ
ャ
デ
ィ
さ
ん
の
優
し
さ

に
助
け
ら
れ
プ
レ
ー
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
幹
事
：
溝
渕
・
穴
澤
）

日
時

平
成
21
年
7
月
28
日
（
火
）

場
所

ム
¦
ン
レ
イ
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

（
旧
イ
ト
ー
ピ
ア
千
葉
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
）

ス
タ
ー
ト
９
時
６
分
よ
り
３
組

プ
レ
ー
費

八
千
円
（
乗
用
カ
ー
ト
・

セ
ル
フ
・
昼
食
付
）
参
加
費
二
千
円
円

交
通
手
段

東
船
橋
駅
北
口
に
午
前

7
時
ご
ろ
集
合
し
、
マ
イ
カ
ー
に
分

乗
し
て
ゴ
ル
フ
場
に
行
く
予
定

参
加
申
込

6
月
28

日
（
日
）
ま
で

に
幹
事
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い

幹
事

溝
渕

良
二
電
話
四
六
二
ー
一
一
〇
二

遊
ぶ
こ
と
は
大
好
き
な
明
治
Ｏ
Ｂ
、

昨
年
９
月
、
１
２
名
で
発
足
し
ま
し
た
。

Ｍ
（
明
治
大
学
）
Ｍ
（
マ
ー
ジ
ャ
ン
）

Ｃ
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
の
名
の

下
、
偶
数
月
の
第
２
土
曜
日
、
場
所
は

文
化
ホ
ー
ル
向
か
い
の
麻
雀
荘
「
ト
ッ

プ
」
で
定
例
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
強
い
要
望
で
、
現
在
は
、

毎
月
第
２
土
曜
日
午
後
２
時
か
ら
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

半
チ
ャ
ン
４
回
の
順
位
点
数
（
１
位

５
点
、
２
位
３
点
、
３
位
２
点
、
４
位

１
点
）
の
合
計
点
で
順
位
を
競
い
ま
す
。

新
年
度
第
１
回
目
の
６
月
１
３
日
は
、

メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
皆
さ
ん
を
含
め

た
大
会
に
し
ま
す
の
で
奮
っ
て
参
加
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
、
５
月
３
０
日
（
総
会
）

か
ら
６
月
１
０
日
ま
で

会
費
千
円

幹
事

小
山
澄
夫
（
携

帯
０
９
０
¦
９
９
５
８
¦
３
７
１
４

二

十

年

の

町

会

活

動

を

振

り

返

っ

て

（

船

橋

市

藤

崎

台

町

会
）

齊

藤

和

夫

地

域

支

部

交

流

ゴ

ル

フ

大

会

平
成
二
十
一
年
度
ゴ
ル
フ
大
会
ご
案
内

Ｍ
Ｍ
Ｃ
ク
ラ
ブ
、
発
足

！



『
ト
ラ
ー
イ
』

こ
ど
も
達
の
大
き
な
声
、
元
気
な
声
が

グ
ラ
ン
ド
に
響
き
渡
る
。

こ
こ
は
、
船
橋
市
内
で
も
数
少
な
い
芝

生
ラ
グ
ビ
ー
グ
ラ
ン
ド
が
3
面
あ
る
自

衛
隊
の
演
習
場
で
あ
る
。
訓
練
に
ラ
グ

ビ
ー
を
取
り
入
れ
て
い
る
自
衛
隊
の
地

域
と
の
交
流
と
し
て
、
日
曜
日
の
午
前

中
に
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

今
日
も
、
ラ
グ
ビ
ー
体
験
の
親
子
が
見

学
に
来
て
い
る
。

体
験
後
、
「
お
も
し
ろ
か
っ
た
か
い
」

「
う
ん
、
来
週
も
来
た
い
」
そ
の
こ
と

ば
を
得
る
た
め
、
保
父
さ
ん
を
務
め
る

の
が
私
の
役
目
で
あ
る
。

現
在
、
40
歳
以
上
が
中
心
の
大
人
約
40

名
と
就
学
前
4
歳
か
ら
6
年
生
ま
で
の

こ
ど
も
約
６
0
名
の
会
員
か
ら
成
り
立

ち
、
こ
の
船
橋
市
で
２
０
年
前
か
ら
存

在
し
て
い
る
我
がF

R
C

(
船
橋
ラ
グ
ビ
ー

ク
ラ
ブ
)
が
、
市
内
唯
一
の
ラ
グ
ビ
ー

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
あ
る
。

船
橋
で
は
、
「
サ
ッ
カ
ー
の
市
船
」

で
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
サ
ッ
カ
ー
が
盛

ん
で
あ
り
、
ラ
グ
ビ
ー
の
知
名
度
は
い

ま
ひ
と
つ
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

た
と
え
ば
、
船
橋
市
民
は
、
ト
ッ
プ
リ
ー

グ
の
ク
ボ
タ
ス
ピ
ア
ー
ズ
の
グ
ラ
ン
ド

が
市
内
に
存
在
す
る
こ
と
を
何
人
知
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、

「
ラ
グ
ビ
ー
は
、
危
険
な
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
」
そ
ん
な
誤
っ
た
認
識
を
お
持
ち

の
方
が
た
く
さ
ん
い
る
。
見
る
の
は
い

い
が
、
や
る
の
は
ど
う
も
と
感
じ
て
い

る
人
が
何
と
多
い
こ
と
か
、
こ
れ
も
、

土
の
グ
ラ
ン
ド
し
か
な
い
学
校
の
影
響

も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

F
R
C

と
し
て
、
ラ
グ
ビ
ー
を
国
技
と
し

て
い
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
遠
征
し

た
と
き
、
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
で
、
子
供
た

ち
が
日
本
で
の
野
球
と
同
じ
よ
う
に
ラ

グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
ど
も
の
ラ
グ
ビ
ー
は
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
と
鬼
ご
っ
こ
と
相
撲
を
組
み
合
わ
せ

た
も
の
で
あ
り
、
チ
ー
ム
の
た
め
に
自

己
犠
牲
の
精
神
を
発
揮
し
、
少
し
の
勇

気
を
体
で
あ
ら
わ
す
こ
と
で
あ
る
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
歳
に
な
っ
て
も
、
指
導
し
て
い
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
は
、
2
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
は
、
『
引
っ
込
み
思
案
だ
っ
た
子

が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
』
『
人
の
気

持
ち
が
わ
か
り
、
礼
儀
正
し
く
な
り
ま

し
た
。
』
と
の
お
母
さ
ん
の
感
謝
の
言

葉
、
2
つ
め
は
『
友
達
が
た
く
さ
ん
出

来
た
。
』
『
明
治
や
早
稲
田
で
ラ
グ
ビ
ー

や
り
た
い
な
。
』
子
ど
も
達
の
言
葉
で

す
。

ど
う
か
、
お
子
さ
ん
、
い
や
、
お
孫
さ

ん
を
「
強
く
た
く
ま
し
い
子
に
」

「
人
の
気
持
ち
の
わ
か
る
優
し
い
子
に
」

「
礼
儀
正
し
い
子
に
」
「
明
治
で
ラ
グ

ビ
ー
を
や
ら
せ
た
い
」
と
思
い
の
皆
さ

ん
、
私
が
引
き
受
け
ま
す
か
ら
、
ど
う

ぞ
申
し
付
け
下
さ
い
。

高
校
で
ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
、
大
学
で
は
、

学
費
を
稼
ぐ
た
め
、
ラ
グ
ビ
ー
を
断
念

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
私
と
し
て
は
、

せ
め
て
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し
て
、

子
供
た
ち
と
遊
ぶ
こ
と
で
、
少
し
で
も

地
域
貢
献
が
出
来
れ
ば
本
望
と
思
っ
て

い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ

か
ら
、
明
治
大
学
の
指
導
者
が
、
藤
田

か
ら
吉
田
に
代
わ
り
ま
す
。
心
の
そ
こ

か
ら
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
一
歩
、
前
へ
」

以
上

遊
ぶ
こ
と
は
大
好
き
な
明
治
Ｏ
Ｂ
昨

年
９
月
、
１
２
名
で
発
足
し
ま
し
た
。

Ｍ
（
明
治
大
学
）
Ｍ
（
マ
ー
ジ
ャ
ン
）

Ｃ
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
の
名
の

下
、
偶
数
月
の
第
２
土
曜
日
に
、

場
所
は
文
化
ホ
ー
ル
向
か
い
の
麻
雀
荘

「
ト
ッ
プ
」
で
定
例
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
強
い
要
望
で
、
現
在
は
、

毎
月
第
２
土
曜
日
午
後
２
時
か
ら
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

半
チ
ャ
ン
４
回
の
順
位
点
数
（
１
位

５
点
、
２
位
３
点
、
３
位
２
点
、
４
位

１
点
）
の
合
計
点
で
順
位
を
競
い
ま
す
。

新
年
度
第
１
回
目
の
６
月
１
３
日
は
、

メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
皆
さ
ん
を
含
め

た
大
会
に
し
ま
す
の
で
奮
っ
て
参
加
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
、
５
月
３
０
日
（
総
会
）

か
ら
６
月
１
０
日
ま
で

会
費
千
円

幹
事

小
山
澄
夫
（
携

帯
０
９
０
¦
９
９
５
８
¦
３
７
１
４
）

来
年
５
月
発
行
予
定
の
会
報
第
四
号

に
掲
載
希
望
の
記
事
・
写
真
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
早
め
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

編
集
担
当

鈴
木
英
男

Ｆ
Ａ
Ｘ

４
２
３
・
４
５
６
８

ラ

ビ

ー

と

私

四

十

七

年

農

学

部

卒

宇

都

和

人

Ｍ

Ｍ

Ｃ

ク

ラ

ブ

、

発

足

！

会
報
第
四
号
（
平
成
二
十
二
年
発
行
予
定
）

投
稿
記
事
募
集
に
つ
い
て

会
員
各
位
の
応
募
を
お
待
ち
し
ま
す


